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二
0
一
三
年
に
国
際
連
合
の
食
料
農
業
機
関

(F
A
 
0
)
が

「食
用
昆
虫
j

と
い
う
題
名
の

冊
子
を
出
版
し
て
話
題
に
な
っ
た
（
図

1
)
。

意
図
は

「食
料
と
飼
料
の
確
保
の
将
来
展
望
」

と
い
う
副
題
が
明
示
し
て
い
る
。
現
在
の
傾
向

で
世
界
の
人
口
が
増
加
し
て
い
け
ば
、
十
数
年

後
に
は
世
界
全
体
で
深
刻
な
食
料
不
足
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
、
そ
の
対
策
と
し
て
昆
虫
を
重
要

な
食
料
資
源
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
提
言
で
あ
る
。

年
配
の
読
者
の
方
々
に
は
太
平
洋
戦
争
中
や

終
戦
直
後
に
疎
開
し
て
い
た
田
舎
で
イ
ナ
ゴ
を

採
取
し
て
佃
煮
に
し
て
食
料
に
し
た
と
い
う
経

験
が
あ
る
と
想
像
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
非
常

事
態
が
接
近
し
て
い
る
と
い
う
警
告
を
提
起
し

た
冊
子
で
あ
る
。
人
間
が
必
須
と
す
る
食
料
は

糖
質
、
脂
質
、
蛋
白
質
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
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図2食用植物の種類の変遷

蛋
白
質
の
不
足
が
深
刻
な
事
態
に
な
る
と
予
測

さ
れ
、
そ
の
解
決
の
有
力
な
資
源
が
昆
虫
と
い

う
の
が
冊
子
の
意
図
で
あ
る
。

食
料
生
産
が
も
た
ら
す
環
境
問
題

現
在
の
人
間
の
食
料
は
非
常
に
単
調
に
な

っ

て
お
り
、
先
史
時
代
に
は
約
＿
五

0
0種
の
植

物
を
食
料
と
し
て
い
た
が
、
農
業
を
手
中
に
し

て
か
ら
は
五

0
0種
程
度
に
減
少
し
、
さ
ら
に

産
業
革
命
以
後
は
二

0
0種
程
度
、
現
在
で
は

約
二

0
種
の
作
物
が
田
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
あ
り
、
コ
メ
、
コ
ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
い
う
一
＿
＿
大
作
物
だ
け
で
主
食
の
八
割
を
供

給
し
て
い
る
（
図
2
)
。
肉
類
や
魚
類
に
つ
い

て
も
急
速
に
少
種
に
依
存
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
変
化
に
よ
り
人
類
の
食
事
が
単
調
に
な
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図3世界の耕地面積の増大（保ha)

っ
た
以
上
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
第
一
は

森
林
の
破
壊
で
あ
る
。
人
間
が
農
業
を
開
始
す

る
以
前
、
地
球
に
は
約
六
二
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

森
林
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
万
年
後
の
現
在

で
は
約
四

0
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
し
か
残
存
し
て
い

な
い
。
現
在
で
も
毎
年
八

0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
伐
採
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
進
展
す
れ
ば
五

0
0

年
で
地
球
の
森
林
は
消
滅
す
る
。
そ
の
主
要
な

原
因
は
農
地
や
牧
場
へ
の
転
換
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
淡
水
の
不
足
で
あ
る
。
過
去

五
0
年
間
で
農
地
は
約
一

0
％
増
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
人
工
の
水
路
な
ど
に
よ
り
灌
漑

し
て
い
る
農
地
は
全
体
の
二
割
で
、
同
一
の
期

間
に
二
倍
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
（
図

3
)
。

そ
の
た
め
灌
漑
用
水
の
需
要
が
大
量
に
な
り
、

コメ

コムギ

トウモロコシ

鶏肉

豚肉

8
 

10 

図5温室効果ガス排出扇（コメ=1)

12 

現
在
で
は
人
間
が
使
用
し
て
い
る
淡
水
の
七
割

が
灌
漑
に
使
用
さ
れ
（
図
4
)、
中
東
か
ら
ア

フ
リ
カ
に
か
け
て
は
用
水
獲
得
の
た
め
の
紛
争

が
頻
発
し
て
い
る
。
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図4世界の淡水需要 (lOOOkni) 
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昆
虫
を
食
料
に
す
る
と
い
う
と
奇
食
、
普
通

に
表
現
す
れ
ば
ゲ
テ
モ
ノ
と
い
う
印
象
で
あ
る

が
、
現
在
で
も
世
界
に
は
多
数
の
奇
食
が
存
在

し
て
い
る
。
先
進
諸
国
の
都
市
を
旅
行
す
れ
ば

日
本
と
大
差
の
な
い
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
約
六
年
問
、
筆
者
が
世
界
各
地
の
先
住

民
族
を
探
訪
し
て
放
送
番
組
を
制
作
し
て
き
た

経
験
か
ら
す
る
と
、
先
住
民
族
の
世
界
に
は
多

種
多
様
の
奇
食
が
現
在
で
も
日
常
生
活
に
存
在

し
て
い
る
。

南
米
大
陸
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
地
に
生
活

す
る
ケ
チ
ュ
ア
の
人
々
の
最
高
の
も
て
な
し
料

理
は
自
宅
の
土
間
で
飼
育
し
て
い
る
ク
イ

（テ

ン
ジ
ク
ネ
ズ
ミ
）
の
丸
焼
き
で
あ
り
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
の
島
民
は
タ
イ
マ
イ
の
丸
焼
き
で
歓
迎

世
界
各
地
に
存
在
す
る
奇
食

第
三
の
問
題
が
肉
類
の
生
産
が
地
球
の
大
気

温
度
の
上
昇
に
影
響
す
る
こ
と
で
あ
る
。
様
々

な
食
料
が
一
定
の
収
量
の
生
産
の
た
め
に
排
出

す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
コ
メ
を
甚
準
と
し
て

比
較
す
る
と
、
鶏
肉
は
四

•

四
倍
、
豚
肉
は
四

・
三
倍
、
牛
肉
は

一
O
・
一
倍
で
あ
る
。
そ
の

一
方
、
コ
メ
以
外
の
三
大
穀
物
で
あ
る
コ
ム
ギ

は
O・
五
倍
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

O
・
三
倍
で

し
か
な
い

（図
5
)。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

登
場
し
て
き
た
の
が
昆
虫
で
あ
る
。
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そ
れ
ら
に
比
較
す
れ
ば
、
昆
虫
は
世
界
各
地

で
広
範
に
食
用
に
な

っ
て
い
る
正
当
な
食
材
で

あ
る
。
狩
猟
採
集
時
代
は
昆
虫
も
手
当
た
り
次

第
に
食
料
に
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
農

耕
牧
畜
時
代
に
な
っ
て
も
昆
虫
は
食
用
に
な

っ

て
お
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
セ
ミ
が
好
物
で
、
博
物
学
者
プ
リ
ニ
ウ

ス
は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
好
物
で
あ

っ
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
よ
う
に
、
昆
虫
は
普
通
に
食

用
と
さ
れ
て
い
た
。

世
界
に
存
在
す
る
食
用
昆
虫

し
て
く
れ
た
。
北
米
大
陸
の
極
地
に
生
活
す
る

イ
ヌ
ィ
ッ
ト
の
人
々
は
仕
留
め
た
ア
ザ
ラ
シ
を

浜
辺
で
解
体
、
そ
の
ま
ま
食
用
に
す
る
が
、
最

高
の
部
分
は
目
玉
と
内
臓
で
、
生
肉
は
イ
ヌ
の

エ
サ
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
視
点
を
変
更
す
れ
ば
日
本
に
も
ゲ

テ
モ
ノ
は
多
数
存
在
す
る
。
西
洋
で
は
悪
魔
の

魚
介
と
さ
れ
る
タ
コ
を
食
用
と
す
る
程
度
は
初

歩
で
あ
り
、
猛
毒
の
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
を
大

量
に
含
有
す
る
ト
ラ
フ
グ
の
肝
臓
を
食
用
と
す

る
習
慣
、
ピ
チ
ピ
チ
と
遊
泳
し
て
い
る
シ
ロ
ウ

オ
を
そ
の
ま
ま
食
用
に
す
る
習
慣
、
タ
イ
な
ど

を
活
造
り
に
し
て
刺
身
を
堪
能
す
る
習
慣
な
ど

は
文
化
の
相
違
す
る
人
々
か
ら
は
野
蛮
な
奇
食

と
さ
れ
る
。
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図6世界各国の食用昆虫の種類
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二
本
足
で
は
親
以
外
、
四
本
足
で
は
机
以
外

は
食
用
に
す
る
と
誇
張
さ
れ
る
ほ
ど
食
材
に
は

貪
欲
な
中
国
で
は
、
古
代
か
ら
セ
ミ
の
幼
虫
と

成
虫
、
ス
ズ
メ
ガ
や
カ
イ
コ
ガ
、
コ
オ
ロ
ギ
な

ど
は
重
要
な
食
材
で
、
四
川
料
理
で
は
様
々
に

調
理
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
海
岸
の
な
い
長

野
、
岐
阜
、
山
梨
、
埼
玉
、
群
馬
な
ど
で
は
蛋

白
質
の
補
給
の
た
め
に
昆
虫
が
重
要
な
食
材
と

な
り
、
長
野
で
は
一

0
0種
以
上
を
食
用
に
し

て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

長
年
、
世
界
各
地
の
食
用
昆
虫
を
調
査
さ
れ

て
き
た
三
橋
淳
博
士
の
労
作

『世
界
昆
虫
食
大

全
j

(
二
0
0
八
）
を
参
照
す
る
と
、
判
明
し

て
い
る
だ
け
で
、
世
界
全
体
で
＿
九

0
0種
以

上
の
昆
虫
が
食
用
に
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ

で
は
約
四
六

0
種
、
メ
キ
シ
コ
で
は
約
三
四
〇

種
、
タ
イ
で
は
約
二
九

0
種
に
も
な
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
日
本
で
も
過
去
に
は
海
岸
の
な
い

地
域
を
中
心
に
約
一
五

0
種
を
食
用
に
し
て
い

た

（図
6
)。

食
料
資
源
と
し
て
優
秀
な
昆
虫

昆
虫
が
食
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
背
景
を
説

明
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
種
類
が
豊
富
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
発
見
し
て
命
名
し
た

生
物
は
約
一
七
五
万
種
で
あ
り
、
半
分
以
上
の

九
五
万
種
が
昆
虫
で
あ
る
が
、
発
見
さ
れ
て
い

な
い
生
物
も
合
計
す
る
と
、
昆
虫
は
推
定
で
生

物
全
体
の
六
割
に
相
当
す
る
約
八

0
0
万
種
に

な
る
。
し
か
も
現
状
で
は
ナ
ン
キ
ョ
ク
ユ
ス
リ

カ

一
種
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
極
寒
の

南
極
大
陸
に
も
生
息
し
て
い
る。

第
二
は
昆
虫
の
生
産
効
率
が
高
率
で
あ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
蛋
白
質
を

単
位
あ
た
り
生
産
す
る
の
に
必
要
な
土
地
の
面

積
は
昆
虫
を
基
準
と
す
る
と
ニ
ワ
ト
リ
は
ニ

・

六
倍
、
ブ
タ
は
三

・
O
倍
、
ウ
シ
は
一
＿
．

o

倍
を
必
要
と
す
る
し
、
生
育
に
必
要
な
淡
水
は

ニ
ワ
ト
リ
が
一
・
五
倍
、
ブ
タ
が

ニ
・
五
倍
、

ウ
シ
が
四
・
九
倍
、
同
様
に
生
育
に
必
要
な
工

サ
は
ニ
ワ
ト
リ
が

一
・
五
倍
、
ブ
タ
が
ニ
・
五

倍
、
ウ
シ
が
五
・

0
倍
と
な
る
。
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図7飼育に必要な資源（昆虫=1)

さ
ら
に
生
物
が
成
長
す
る
と
き
に
排
出
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
は
昆
虫
を
基
準
と
す
る
と
、
単

位
重
量
あ
た
り
で
ニ
ワ
ト
リ
が
ニ
・

0
倍
、
ブ

タ
が
ニ

・
七
倍
、
ウ
シ
が
九

・
O
倍
で
あ
る

（図
7
)
。
地
球
の
気
温
の
上
昇
が
人
類
の
将
来

を
左
右
す
る
こ
と
が
世
界
規
模
の
話
題
に
な
っ

て
い
る
現
在
の
状
況
を
背
景
に
す
る
と
、
食
糧

生
産
の
視
点
か
ら
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が

少
量
の
昆
虫
は
素
晴
ら
し
い
食
用
生
物
で
あ
る

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

こ
の
最
後
の
数
字
は
重
要
で
、
現
在
、
世
界

で
は
一
五
億
頭
の
ウ
シ
と
―
二
億
頭
の
ヒ
ッ
ジ

が
飼
育
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
反
毎
動
物

で
あ
り
、
反
彿
す
る
と
き
に
排
出
す
る
ゲ
ッ
プ

の
主
要
な
成
分
は
メ
タ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
呼

気
の
主
要
成
分
で
あ
る
炭
酸
ガ
ス
よ
り
も
同
一

体
積
で
約
二
五
倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
。
そ
の

結
果
、
世
界
で
排
出
さ
れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
四
％
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
反
彿
動
物
に
由

来
す
る
と
い
う
重
大
な
問
頼
に
な

っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
説
明
で
、
昆
虫
を
蛋
白
質
供
給

源
と
す
る
こ
と
の
重
要
さ
が
理
解
さ
れ
た
と
想

像
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
習
慣
に
な
い
食
物
は

馴
染
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
タ
イ

の
東
北
地
方
で
は
日
常
生
活
で
昆
虫
を
食
材
に

し
て
い
る
し
、
バ
ン
コ
ク
な
ど
主
要
都
市
で
は

串
焼
き
に
し
た
タ
ガ
メ
、
バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ

ど
こ
ろ
か
サ
ソ
リ
ま
で
屋
台
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
何
軒

も
営
業
し
て
い
る
。

問
頼
は
美
味
し
い
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
ニ

0
一
五
年
に
「
東
京
虫
く
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
昆
虫
を
食
材
に
し
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

が
実
施
さ
れ
、
筆
者
は
世
界
各
地
で
ゲ
テ
モ
ノ

の
食
事
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
審
査

に
参
加
し
た
（
図
8
)
。
五
種
の
料
理
が
最
終

審
査
の
対
象
と
な
り
、
最
優
秀
賞
は
タ
ガ
メ
の

中
身
を
使
用
し
た
パ
イ
が
選
定
さ
れ
た
。
説
明

が
な
け
れ
ば
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
高
級
料
理
と

し
て
提
供
で
き
る
ほ
ど
の
料
理
で
あ

っ
た
。

世
界
の
人
口
が
急
増
し
て
き
た
こ
と
へ
の
対

見
直
す
ぺ
き
貴
重
な
食
材

6
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図

応
と
し
て
、
衣
食
住
す
べ
て
の
分
野
で
少
数
の

商
品
を
大
量
生
産
す
る
工
業
社
会
が
発
展
し
て

き
た
。
食
料
も
例
外
で
は
な
く
、
前
述
の
よ
う

に
、
農
業
が
開
始
さ
れ
た
初
期
に
は
五

0
0種

の
植
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
現
代
で
は
主

要
作
物
は
二

0
種
に
減
少
、
し
か
も
コ
メ
、

コ

ム
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
う
三
種
が
世
界
の

穀
物
の
八
割
を
供
給
し
て
い
る
と
い
う
単
調
な

社
会
を
実
現
さ
せ
て
き
た
。

蛋
白
質
に
つ
い
て
も
ニ
ワ
ト
リ
、
ブ
タ
、

ウ

シ
と
魚
類
が
食
材
の
大
半
で
あ
り
、
人
間
は
時

代
と
と
も
に
単
調
な
食
事
へ
と
進
行
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
登
場
し
た
昆
虫
は
食
材

を
多
様
に
し
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

農
業

と
畜
産
が
も
た
ら
す
森
林
の
減
少
、
淡
水
の
枯

渇
、
そ
し
て
大
気
温
度
の
上
昇
と
い
う
人
類
が

直
面
し
て
い
る
課
題
を
解
決
す
る
手
段
に
も
な

る
と
い
う
素
睛
ら
し
い
食
材
で
あ
る
。
ぜ
ひ
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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